
渡邉 翼 副キャプテン兼内野手
一関の大会も、変わらず沢山の励まし有難うございました。
クラブ選手権で初戦敗退という結果になり、本当に申し訳なく思っております。この負けの反省を教

訓に、この大会では少し成長した部分を見せられた試合内容だったかなと感じています。
これからチームとして、なおいっそう声援いただける存在になることや、そして勝って応援団の皆様

を喜ばせられるように頑張っていきます。遠くまでの応援、本当に有難うございました。
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第３４回 JABA一関市長旗争奪クラブ野球大会
◇◆試合結果◆◇

エフコムＢＣの中島周作監督兼内野手、「初ホームラン」渡邉翼副キャプテン兼内野手より
大会のコメントをいただきました！

中島周作 監督兼内野手
一関市長旗争奪クラブ野球大会において、ご声援頂き感謝申し上げます。遠方にも関わらず多くの方

々に球場に足を運んで頂き、ありがとうございました。
雨で順延もありグラウンド状況も悪い中でしたが、チームとして良い大会する事ができたと感じてお

ります。３試合させて頂きましたが、出場可能な選手は全員試合でプレーできました。チーム一丸とな
り、２つの勝利に繋げる結果となりました。
また、３試合共に関東のレベルの高いチームと試合が出来たことも、大きな経験になりました。まだ

まだ課題も残りましたが、今後の糧にして参ります。これからも、応援の程宜しくお願い致します。

一回戦
二回戦
準決勝
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横浜ベイブルース
警視庁野球部
ハナマウイ

（５対１）
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（０対５）

敗戦からの
「第一歩」
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一回戦 ＶＳ 横浜ベイブルース（神奈川）

伊藤 海斗 選手 ＜抑え＞
外野手・投手/出身校：酒田南高校

大会初日の雨で翌日に順延されプレイボール。エフコムＢＣは大学以来の先発登板となる芳屋選手が5回パーフェクトピッチン
グを見せ、相手に付け入る隙を与えず。打線は5回までに7安打を放つが決定打を欠き、試合は0対１のまま7回へ。1死から伊藤選
手・代打島津選手と出塁後、8番渡邉翼選手のライトスタンドに突き刺さる値千金のスリーランホームランで試合をひっくり返し
た。この試合5打数5安打の岩崎選手の活躍も光りその後も加点する一方、投手陣も芳屋選手・高橋選手・伊藤選手のリレーで1失
点で凌ぎリードを死守。5-1で勝利した。

岩崎 凛太郎 選手
内野手/出身校：安達高校 ⇒東北公益文科大学

渡邉 翼 選手
内野手/出身校：聖光学院高校

芳屋 快 選手 ＜先発＞
投手/出身校： 能代松陽高校 ⇒ 福島大学
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小川 佳斗 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：八戸学院光星高校 ⇒ 八戸学院大学

高野 光輝 選手
コーチ兼捕手/出身校：聖光学院高校 ⇒ 敬愛大学

松嶋 拓郎 選手
内野手/出身校：文星芸大付高校 ⇒ 仙台大学

照井 壮瑠 選手
内野手/出身校：福島北高校

二回戦 ＶＳ 警視庁野球部（東京）
一回戦と同日の「ダブルヘッダー」となった二回戦。午前の勢いそのままに初回から打線が爆発した。5番松嶋の三塁打を含む4

安打3四球の猛攻で5点を奪い、試合の主導権を握った。投げては先発佐藤一希選手が4回を51球での無失点投球を披露し、テンポ
よく相手の反撃の芽を摘んでいった。5回以降は両チーム点の取り合いとなつたが、佐藤翔選手・高橋選手・小川選手・伊藤選手
の4投手でリードを死守した。また、この試合では昨年のクラブ選手権全国ベスト８の立役者である高野バッテリーコーチ兼選手
が今季初出場した。今大会から「投打二刀流」となった伊藤を冷静にリードし、無失点で試合を締めくくる姿に会場が大きく沸い
た。試合は10対5で勝利し、翌日の準決勝に駒を進めた。
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ご声援ありがとうございました！

準決勝 ＶＳ ハナマウイ（千葉）
準決勝の相手は創部が2019年ながらクラブ野球きっての強豪であるハナマウイとなった。二戦連続の先発登板となった佐藤一希

選手は相手の強力打線に安打を許しながらも粘り強く最後まで投げ抜いた。打線は今大会2試合で15得点と好調であったが、相手
先発投手のコントロールよく投げ分ける投球に苦戦。2回に2安打した以降は6回まで快音は響かず。この試合4番に座った河野選手
は2安打と気を吐いたものの、この試合は無得点。試合は0対５で敗戦し、今大会はベスト4での終戦となった。

佐藤 一希 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大学付属札幌高校 ⇒八戸学院大学

河野 勝人 選手
顧問兼捕手/出身校：聖光学院高校 ⇒ 国士舘大学

若木 大和 選手
内野手/出身校：鶴岡南高校 ⇒ 山形大学

大河内 陸 選手
外野手/出身校：福島商業高校


